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島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
と
島
根
お
お
ち
地
区
本

部
は
、
生
活
協
同
組
合
ひ
ろ
し
ま
か
ら
消
費
者
な
ど
関
係
者

約
90
名
を
招
き
、邑
南
町
矢
上
に
あ
る「
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
水
田
」

で
田
植
え
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
特
別

栽
培
米「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
」の
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
一
年
を
通
し
て
米
作
り
の
苦
労
や
喜
び
、
食
べ

物
の
大
切
さ
を
生
産
者
か
ら
直
接
学
ぶ
取
り
組
み
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。
田
植
え
や
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
な
ど
を

体
験
し
、
特
別
栽
培
が
エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
方
法
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
い
生
産
者
と
交
流
を
深
め
ま
す
。

服
部
幸
信
本
部
長
は「
今
回
で
29
回
目
の
歴
史
が
あ
る
交

流
会
で
す
。
熱
中
症
に
気
を
付
け
て
皆
で
協
力
し
て
植
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
」と
話
し
、
参
加
者
は
島
根
県
西
部
農
林
水

産
振
興
セ
ン
タ
ー
邑
智
農
業
部
か
ら
田
植
え
の
方
法
を
教
わ

る
と
田
ん
ぼ
の
中
へ
入
り
、
張
ら
れ
た
ロ
ー
プ
を
目
印
に
、

一
歩
一
歩
慎
重
に
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
苗
を
植
え
付

け
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
は「
足
が
抜
け
な
く
て
難
し

か
っ
た
」「
生
き
物
が
い
っ
ぱ
い
い
て
楽
し
か
っ
た
」な
ど
と
、

弾
け
る
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
の
三
浦

秀
樹
会
長
は「
88
の
手
間
が
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米

と
い
う
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。秋
の
収
穫
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」と
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

今
年
も
青
空
の
下
、
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
水
田
に
賑
や
か
な
笑

い
声
が
溢
れ
ま
し
た
。
次
回
は
、
草
取
り
交
流
会
を
開
催
予

定
で
す
。

ふ
れ
あ
い
水
田

「
田
植
え
交
流
会
」

18
５月

あいさつする服部本部長横に並んで一斉に‼田植えを終えて笑顔がいっぱい

邑
南
町
役
場
に
お
い
て
同
町
で
ぶ
ど
う
の
栽
培
に
取
り
組
む
生
産
者
と
、
島
根
県
西

部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
邑
智
農
業
部
、
邑
南
町
な
ら
び
に
島
根
お
お
ち
地
区
本
部

の
関
係
者
が
集
ま
り「
島
根
お
お
ち
ぶ
ど
う
部
会
」の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
部
会
は
、
同
町
に
お
け
る
ぶ
ど
う
生
産
の
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
り
、
所

得
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
農
業
法
人
４
組
織
、
新
規
認
定
就
農
者
７
名
、

既
存
生
産
者
３
名
で
結
成
さ
れ
、
部
会
長
に
は
栽
培
経
験
が
豊
富
な
有
限
会
社
は
ら
や

ま
代
表
の
三
田
誠
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

部
会
員
の
栽
培
面
積
は
４
７
６
a
。
こ
の
内
、
令
和
２
年
度
か
ら
同
町
で
取
り
組
み

を
進
め
る「
島
根
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぶ
ど
う
神
紅
」は
３
０
０
a
を
占
め
、
本
年
度
か
ら

本
格
的
な
出
荷
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
後
は
、
部
会
員
相
互
の
親
睦
と
連
携
の
強
化
、

栽
培
技
術
の
向
上
、
出
荷
規
格
の
統
一
、
消

費
宣
伝
な
ど
に
取
り
組
み
、
所
得
の
増
大
を

目
指
し
ま
す
。

服
部
幸
信
本
部
長
は「
構
成
す
る
生
産
者

の
皆
さ
ん
自
ら
が
、
生
産
計
画
・
出
荷
規
格
・

出
荷
検
査
の
た
め
の
目
合
わ
せ
な
ど
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
自
主
・
自
立
し
た
生
産
部
会

を
目
指
し
、
産
地
と
し
て
誇
り
を
持
ち
振
興

で
き
る
体
制
作
り
を
、
関
係
機
関
と
と
も
に

支
援
し
た
い
」と
設
立
の
主
旨
を
語
り
、
三

田
部
会
長
は「
県
内
に
は
先
輩
産
地
・
部
会

が
あ
り
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
島
根
ぶ
ど

う
神
紅
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
部
会
員
の
所
得

向
上
に
つ
な
げ
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
島
根
お
お
ち
ぶ
ど
う
部
会
」が
設
立

20
５月

設立総会時の集合写真　部会員（生産者）と関係機関でガッツポーズ
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Ｊ
Ａ
共
済
連
と
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
島
根
県
川
本
警
察
署
の
協

力
の
も
と
、
プ
ロ
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
交
通
事
故
の
再
現
ス
タ
ン
ト
を

取
り
入
れ
た
、
自
転
車
交
通
安
全
教
室
を
川
本
町
立
川
本
中
学
校
で
開
催

し
ま
し
た
。

危
険
な
自
転
車
走
行
に
伴
う
事
故
や
見
通
し
の
悪
い
道
、
大
型
ト
ラ
ッ

ク
の
内
輪
差
に
よ
る
事
故
の
再
現
ス
タ
ン
ト
を
同
校
生
徒
54
名
が
見
学
し

ま
し
た
。
再
現
し
た
事
故
事
例
に
対
し
て
、
未
然
に
事
故
を
防
止
す
る
た

め
の
正
し
い
行
動
を
学
び
、
交
通
安
全
意
識
の
向
上
と
交
通
ル
ー
ル
の
順

守
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
は「
自
転
車
通
学
の
た
め
、
車
や
歩
行
者
、

標
識
に
気
を
付
け
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

同
校
は
、
島
根
県
警
よ
り「
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
校
・
鍵
か
け
運
動
推
進
モ

デ
ル
校
」に
任
命
さ
れ
、
川
本
警
察
署
の
岩
垣
善
保
署
長
は「
キ
ラ
リ
推
進
隊
の
活
動

を
通
し
、
川
本
町
の
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
よ
う
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
委
嘱
状
を
贈
呈
。
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
服
部
幸
信
本
部
長
は「
今
日
か
ら
ル
ー

ル
を
守
っ
て
事
故
に
遭
わ
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
、
交

通
事
故
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
夜
光
反
射
材
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
自
転
車
交
通
安
全
教
室

「
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
、ル
ー
ル
が
あ
な
た
を
守
っ
て
く
れ
る
」7

５月

若
葉
の
ま
ぶ
し
い
季
節
、
今
年
も
シ
ニ
ア
世
代
を
対

象
と
し
た「
ゆ
と
り
倶
楽
部
」を
開
講
し
ま
し
た
。
こ
の

活
動
は「
健
康
長
寿
１
０
０
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環

で
、
仲
間
作
り
や
生
き
が
い
の
も
て
る
趣
味
、
活
動
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
講
し
て
い
ま
す
。

開
講
式
で
は
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
森
田
武
吉
統

括
部
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
受

講
生
・
聴
講
生
26
名
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

開
講
式
後
の
第
一
回
講
座

「
プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
栽
培
」

で
は
、
営
農
企
画
課
の
横
宮

隆
幸
課
長
と
ピ
ー
マ
ン
界
の

ヒ
ー
ロ
ー
、
ピ
ー
マ
ン
次
郎

（
指
導
販
売
課 

前
田
晃
弘
指
導
員
）が
講
師
を
務
め
、
種
無

し
ピ
ー
マ
ン「
タ
ネ
な
っ
ぴ
ー（
タ
ネ
ー
ラ
）
」と
い
う
品
種

を
教
材
に
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
栽
培
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

品
種
の
特
徴
、植
え
付
け
、水
管
理
、ま
た
日
当
た
り
と
ピ
ー

マ
ン
に
最
適
な
栽
培
環
境
、
病
害
虫
対
策
な
ど
の
栽
培
ポ
イ

ン
ト
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
ピ
ー
マ
ン
次
郎
に
よ
る
植
え

付
け
の
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
楽
し
い

講
義
で
、
受
講
者
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
質
問
が
あ
り
、
活
気

に
溢
れ
た
講
義
と
な
り
ま
し
た
。受
講
生
は「
種
が
な
い
ピ
ー

マ
ン
が
楽
し
み
」「
種
有
ピ
ー
マ
ン
と
ど
う
違
う
の
だ
ろ
う
」

な
ど
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

ゆ
と
り
俱
楽
部
開
講
式
・

「
タ
ネ
な
っ
ぴ
ー
」を
育
て
よ
う
！

15
５月

自転車による事故の再現スタント

生徒が正しい交通ルールを実践

夜光反射材を寄贈
服部本部長（左）石田和範校長（右）
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農 だ よ り営

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意
粉剤 ブラシン粉剤DL ３～４kg 穂ばらみ期～穂揃期　収穫７日前まで
液剤 ブラシンフロアブル 1,000倍（薬剤150㏄／水150ℓ） 穂ばらみ期～穂揃期　収穫７日前まで

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意
粉剤 バリダシン粉剤DL ３～４kg 穂ばらみ期～出穂期　収穫14日前まで
粒剤 モンガリット粒剤 ３～４kg 出穂２～３週間前に湛水状態で使用　収穫30日前まで
液剤 バリダシン液剤５ 1,000倍（薬剤150㏄／水150ℓ）穂ばらみ期～出穂期　収穫14日前まで

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意
粉剤 Zボルドー粉剤DL ３～４kg 出穂20～10日前に散布　出穂10日前まで
粉剤 モンガリット粒剤 ３～４kg 出穂2～3週間前に灌水状態で使用　収穫45日前まで
液剤 ドイツボルドー A 2,000倍（薬剤  75㏄／水150ℓ）出穂20～10日前に散布　出穂10日前まで

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意

粉剤
１回目 ビームトレボン粉剤5DL

（穂首いもち同時防除） ４㎏ 穂揃期を中心
収穫７日前まで

２回目 スタークル粉剤DL
（エクシード粉剤DL） ３kg １回目散布後10日後

収穫７日前まで

薬剤名 通常散布 無人航空機に
よる散布 使用上の注意

液剤
１回目 ビームエイトトレボンゾル

（穂首いもち同時防除）    650倍（薬剤230㏄／水150ℓ）  ５倍（800㎖） 穂揃期を中心
収穫14日前まで

２回目 スタークル液剤10 1,000倍（薬剤150㏄／水150ℓ）  ８倍（800㎖） １回目散布後10日後
収穫７日前までエクシードフロアブル 2,000倍（薬剤  75㏄／水150ℓ） 16倍（800㎖）

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意
粉剤 スタークル粉剤DL ３kg 発生時随時防除　収穫７日前まで

○農薬散布については、使用時期、使用方法を守り、予防的防除を心がけましょう。詳しくは、営農指導員へ
ご相談ください。また、右記二次元コードからＪＡしまね島根おおちのホームページからでも確認ができます。

水　稲水　稲
【水管理について…7月～８月】
（１）幼穂形成期～穂揃期…根の活力を保つ！！

稲の一生で最も水の必要な時期になります。根ぐされや下葉の枯れ上がりを防ぐため、こまめな間断灌水を行いましょ
う。

（２）穂揃期～登熟期…水田の夜間温度を下げる努力を！！
出穂後20日間は米の肥大が旺盛な時期なので、土壌水分が不足しないよう間断灌水を行い、根の活力を保つために常
時の灌水は避けてください。また、夜間に高温が続く場合は心白粒対策のため、夜間の用水のかけ流しを行ってくだ
さい。

（３）落水…早期落水をしない！！
早期落水は玄米の充実不足や、未熟粒、死米を増加させます。また、胴割れ粒や過乾燥の原因となり品質を低下させ
るため、落水は穂揃い後25日頃（熟れ色の着き始め）を目安にしてください。

【病害虫防除…穂いもち、紋枯病、カメムシ、ウンカ】
○穂いもち防除

○紋枯病防除

○稲こうじ防除

○カメムシ防除（基本防除）

○カメムシ防除（液剤防除）

○フタオビコヤガ（イネアオムシ）・ウンカ・ツマグロヨコバイ防除

※ハーブ米及びつや姫生産者の方は使用できる薬剤が限られますので、防除にあたっては稲作ごよみ又は、各事業所へご確認ください。

カメムシ類は、水田周辺の雑草で増殖し、稲穂が出ると穂
に集まり実を吸汁し、斑点米を発生させます。
フタオビコヤガは幼虫が葉を食害し、葉にカスリ状の食痕
が見られ、多発すると葉が食いつくされて中央の葉脈だけ
が残ります。

○斑点米の原因となるカメムシ類と葉を食害
　するフタオビコヤガ

アカスジカスミカメ ホソハリカメムシ トゲシラホシカメムシ
フタオビコヤガ
（イネアオムシ）
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農 だ よ り営

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

６月下旬〜
７月上旬

アブラムシ類・コナジラミ類
ダントツ水溶剤

2,000倍～4,000倍 収穫前日まで
３回以内ハモグリバエ類 2,000倍

すすかび病・うどんこ病 トリフミン水和剤 3,000倍 収穫前日まで
５回以内葉かび病 3,000倍～5,000倍

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

７月上旬～
７月下旬

アザミウマ類・オオタバコガ
コナジラミ類・チャノコホコリダニ

ハダニ類
グレーシア乳剤 2,000倍 収穫前日まで

２回以内

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

６月下旬〜
７月上旬

ハダニ類・ヨトウムシ・アザミウマ類 コテツフロアブル
劇物 2,000倍 収穫前日まで

４回以内

褐色腐敗病・すすかび病 プロポーズ顆粒
水和剤 1,000倍 収穫前日まで

４回以内

〇散布については、使用時期、使用方法を守り、予防的防除を心がけましょう。詳しくは、営農指導員へご相
談ください。また、右記二次元コードからJAしまね島根おおちのホームページでも確認ができます。

重点品目野菜について病害虫の予防徹底を図りましょう！重点品目野菜について病害虫の予防徹底を図りましょう！

☆ナス☆

※葉色が悪い時は「トミー液肥」300倍を混用してください。
※花が落ちる場合は「ホスプラス」１,000倍液を散布してください。

混用
可能

！注意！　梅雨明け後、乾燥しないように通路に灌水を行いましょう。時間帯：夕方涼しくなってから。
！注意！　日焼果防止のため黒マルチの上に敷き藁（草）等行ってください。

予防の時期 除草種類 農薬名 希釈倍率／散布量／使用回数

７月上旬
土寄せ後

一年生雑草
雑草発芽前 トレファノサイド乳剤

10a当たり薬剤　200～300㎖/水100ℓ
収穫30日前まで　２回以内
※土寄せ後等、草が無い状態で使用

予防の時期 対象病害虫 農薬名 散布量 使用時期・回数

７月上旬
土寄せ前

ネギハモグリバエ・ネギアザミウマ ダントツ粒剤
※２回目の使用

３～６kg/10a 収穫３日前まで
４回以内ネダニ類 ６kg/10a

軟腐病 オリゼメート粒剤
※２回目の使用 ６kg/10a 収穫30日前まで

２回以内

白絹病・さび病・ベと病 ユニフォーム粒剤 9kg/10a 収穫45日前まで
1回以内

☆白ねぎ☆

※ユニフォーム粒剤使用の場合、同じ成分のためアミスター20フロアブルの使用回数４回⇒３回
※梅雨での根痛みの回復に努めるため「ホスプラス」1,000倍液を散布してください。

（雑草対策）
　７月上旬の土寄せ後、高温時は、土をなるべくかまいたくありません。（軟腐対策）よって除草剤を使用して雑草発生を
抑えてください。しかし、ねぎの周りの草が生い茂ると軟腐病や害虫の発生が多くなります。草が小さいうちにねぎの根
を傷めないように草削りを行ってください

 使用のポイント 　土壌に湿り気がある時の散布が効果的です。乾燥圃場では効果が薄いです。

！注意！　土寄せは気温が下がっている朝に行ってください。
！注意！　７月中旬からの最高気温が30℃を超えるような時期に土寄せはしないでください！（軟腐対策）

混用
可能

☆ミニトマト☆

※ここ数年「すすかび病」が多く発生しています。予防の徹底をお願いします。
※尻腐れ（カルシウム欠乏症状）予防のため、カルシウム剤（カキパック）を定期的に散布してください。
　農薬散布時に混用も可能です。
※梅雨明けから盆明けごろまで、遮光資材利用し、比較的単価が高い９月出荷を目指しましょう。
　7月の花が9月に実になります。樹勢を維持して9月にたくさん収穫しましょう。

☆ピーマン☆

※尻腐れ（カルシウム欠乏症状）予防のためカルシウム剤（カキパック）を定期的に散布してください。
　農薬散布時に混用も可能です。
※雨が多い時期はヘタの部分の傷みに注意して出荷をお願いします。
※あまり実を大きくして収穫せず、こまめな収穫をお願いします。　※乾燥時に注意！こまめに灌水を!!
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農 だ よ り営

!! みんなで注意して安全安心な作物づくりに取り組みましょう !!

病害虫 対策農薬 希釈倍率 散布液量 使用回数
輪紋病 トップジンM水和剤 1,500倍～2,000倍 100～300ℓ/10a ５回以内
黒班病 ポリオキシンAL水溶剤 2,500倍 100～300ℓ/10a ８回以内

対策農薬 希釈倍率 散布液量 使用回数
アルバリン顆粒水溶剤 2,000倍～3,000倍 100～300ℓ/10a ５回以内
ベストガード水溶剤 1,000倍～2,000倍 100～300ℓ/10a ４回以内

！注意！ 農薬散布前にその作物の登録があるか、ないかの確認を必ずお願いします
！注意！ 農薬散布前と後には防除日誌の確認・記入をお願いします
！注意！ 高温時の農薬散布は夕方涼しくなってから行いましょう
！注意！ 予防的な農薬散布は基本、出荷休みの前日（金曜日）の夕方に行いましょう
！注意！ 希釈した農薬の散布量は、登録範囲内とし、しっかり散布しましょう
！注意！ 毒劇物の購入については、印鑑が必要となります
！注意！ 風の向きに注意して他の作物にかからないよう注意してください

☆出荷前には必ず防除日誌の提出を行ってください

令和 6 年産米集荷対策について（お知らせ）
　JAしまね島根おおち地区本部では、令和6年産米の集荷対策として集荷対策助成金を下記の条件にお
いて助成することとしましたので、1袋でも多くの出荷をお願いします。

  米集荷対策助成金
　令和6年産米をJAの米検査場へ出荷された米に対し、1袋当り30円（税込み）
の集荷対策助成を行います。（但し、令和6年11月29日出荷分までとします）

お問い合わせ先　JAしまね　島根おおち地区本部　営農部　　電話：0855-83-1623

ネットを 10㎝
上げます

下葉かき後
20㎝程度

草丈が伸長するに従い、倒れやすくなるため適宜ネットを上げましょう。台風接近が予想される場合や強い雨
が降る場合はネットを花首の下の位置まで上げること。また、補強の支柱を増やして対応します。草丈が高い
部分低い部分でネットの高さを調整します。

ネット上げ

ケイトウ「定植後の管理」ケイトウ「定植後の管理」

活着まではたっぷり灌水します。活着後は干ばつがない限り灌水を必要としませんが、乾燥する圃場で、草丈
が短くて花が見えている圃場では灌水を行い草丈を伸ばしましょう。生育後半は灌水を控えます。株の勢いが
悪い、葉の色が黄色、葉がばんざいしている圃場では液肥（トミー液肥）500倍液を１週間おきに数回葉面散
布しましょう。

灌水

遅れないように！
今からの管理…ネット上げ 今からの管理…下葉かき

葉っぱも商品なので病害虫防除を徹底しましょう。
病害虫対策は早期発見早期防除

下葉かき前

輪紋病

◎葉が黒い斑点（輪紋病・斑点病・黒班病）

◎アブラムシ防除（アリがいたら防除必要）
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農 だ よ り営

令和６年度 水稲土壌改良材助成金令和６年度 水稲土壌改良材助成金
申請書受付について申請書受付について

高温障害により乳白米等が発生し品質低下の一因となっています。稲も高温に備えた対策が必要になります。
令和６年水稲・園芸・畜産振興計画で新たに品質及び収量の向上を目的に土壌改良材の購入助成を行います。

 助成金交付要件
○令和６年産水稲栽培に使用するために購入した土壌改良材

 助成金対象商品　（各基準量／10aを上限とする）

○ミネラルＧ・ケイカル・サンライム・ミネテツエースⅡ：200kg ／10a
○ミネリッチ・田んぼの守・ミネガード：100kg ／10a
○カキテツ：120kg ／10a
○ホスビタ：40kg ／10a

 助成金率
○購入金額（税別）の10％

 交付申請額
○100円未満は切り捨て（消費税は助成対象外）

 助成対象期間
○令和５年９月から令和６年５月までに購入した土壌改良材

 助成金交付時期
○令和６年12月末日（予定）

 添付資料
○土壌改良材の購入量及び購入金額が確認できる書類（購入伝票写しなど）

 申請期間
○令和６年６月１日～令和６年７月31日まで

 申請用紙
○申請用紙を各事業所に準備しております。

住所、氏名、電話番号、助成金受取口座番号、水稲栽培面積、購入商品名、購入数量（袋）、購入金額（税
別）をご記入いただき提出をお願いします。

　JAしまね島根おおち地区本部堆肥センターでは、堆肥（バラ）の販売について、令和６年６月１日
より月曜日～金曜日（休日は除く）の８：30～17：00とさせていただきます。
　組合員の皆様におかれましては大変ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解いただきますようお願い
いたします。

JAしまね島根おおち地区本部　堆肥センターからのお知らせ

お問い合わせ先　JAしまね島根おおち地区本部　畜産課　　電話：0855-95-0152
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農業用廃プラスチックの回収を行います農業用廃プラスチックの回収を行います

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 127 774,400 205,700 462,284 
ヌキ 147 792,000 188,100 529,826 
合計 274 562,147 

島根おおち
メス 15 721,600 383,900 506,592 
ヌキ 18 792,000 360,800 554,206 
合計 33 533,573 

瑞 穂
メス 2 482,900 482,900 482,900 
ヌキ 4 792,000 536,800 631,125 
合計 6 601,480 

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0 

石 見
メス 2 486,200 486,200 486,200 
ヌキ 3 564,300 460,900 516,267 
合計 5 508,750 

川 本
メス 3 513,700 383,900 462,000 
ヌキ 4 650,100 464,200 564,575 
合計 7 520,614 

邑 智
メス 5 721,600 407,000 568,700 
ヌキ 7 727,100 360,800 514,983 
合計 12 539,400 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

桜 江
メス 3 551,100 385,000 462,367 
ヌキ 0
合計 3 462,367 

県外移出率県外移出率
49.53%合計合計41.63%去勢去勢雌雌 58.88%

西部、中央〝続落〟
本県５月の子牛市場は、西部、中央で開設し412頭
の取引があり、平均価格は西部計484,733円（前回比
64千円安）、中央計498,575円（前回比17千円安）、
で〝続落〟の取引となりました。
出荷牛については、特に雌で過肥の牛が散見されま
した。過肥の牛に関しては敬遠される傾向にあり、雌
は特に価格が伸びない傾向が顕著です。これは、雌の
肥えた牛が肥育にかかると、余分な脂が筋間や皮下に
ついてしまい、使いにくい上に歩留まりも悪くなるた
め、肉屋さんに好まれず、枝肉単価が伸びないためで
す。このため、過肥の子牛にならないよう、粗飼料と
濃厚飼料をバランスよく給与することが大切です。
価格は下がったものの、５月は購買者の来場が多く、
県外購買者からは「島根の牛は、穏やかで、食べる癖
がついているものが多く肥育しやすい。肉質や脂質も
よいものが多い」とのご意見をいただきました。今後
も購買者に好まれる「骨格と胃袋のできた子牛」を育
成し、購買者に支持される「しまね和牛」子牛市場と
して、関係者が一丸となって「子牛の品質向上」に努
めましょう。

令和６年５月子牛市場成績表

JA所定の場所へ持ち込
みされる場合は、産業廃
棄物運搬車の看板を表示
し、委任状をお持ちくだ
さい。なお、看板は各事
業所にありますので、ご
使用ください。

■回収実施期間
　７月22日（月）～26日（金）
■回収できるもの
　農業用塩化ビニール（ハウスビニール）
　農業用ポリフィルム（農ポリ・クリンテート等）
　肥料等のポリ袋・畦畔板（畦畔シート）
　育苗箱・農薬のポリ容器（注）等

■回収方法・分別
　回収専用袋を各事業所で購入
�・「農ビ専用」と「農ポリ専用」の２種類があり、 
 １袋当たり約20㎏程度の廃プラが入ります。
　１袋　500円です。（消費税込）
　購入時に（委任状）をお渡しします。
・回収専用袋には、市町名、氏名を記入してください。
・土砂など余分なものは除去してください。
・水分を良く切ってください。
・汚れのひどいものは袋を分けてください。
・ハウスビニールなど専用袋に入らないものは、約20㎏

程度にして結束してください。
（注）普通物農薬の入ったポリ
容器は、洗って半分に切った
物は回収できます。

■回収処理経費
　回収・処理経費は、回収専用袋の販売金額に含まれています。
　この分別回収にあたっては、島根県・管内各市町の支援をいただいて

います。
◎�ご不明な点は各事業所又は、
　地区本部生産資材課（☎0855-83-1762）にお問い合わせください。

JAへ委任状提出

■持込み搬入
看板
の
標示

産業廃棄物運搬車
JAしまね

5㎝角
45.5㎝

15㎝
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組合員のみなさまへ

JAグループ

お１つから
ご注文承ります

お得感がいっぱいの価格！
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島根おおち
地区本部

問い合わせ先 企画総務部 ☎83-1801

女 性 部 が 行 く

羽
須
美
支
部
の
森
光
美

佐
子
支
部
長
は
有
志
を
募

り
、
米
粉
の
普
及
活
動
と

し
て
島
根
県
産「
笑
み
た
わ

わ
」
の
米
粉
を
使
用
し
て

「
米
粉
の
チ
ヂ
ミ
」
を
作
り

ま
し
た
。
米
粉
を
ボ
ー
ル

に
入
れ
、
卵
、
鶏
が
ら
ス
ー

プ
の
素
、
水
を
混
ぜ
た
液

を
少
し
ず
つ
加
え
、
ダ
マ

が
無
く
な
る
ま
で
よ
く
混

ぜ
、切
っ
た
ニ
ラ
、玉
ね
ぎ
、

人
参
、
豚
肉
、
キ
ム
チ
な
ど
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
フ
ラ
イ

パ
ン
で
こ
ん
が
り
焼
き
ま
し
た
。
も
っ
ち
り
と
し
た
食

感
と
お
米
の
優
し
い
甘
さ
と
香
り
、
野
菜
の
旨
味
が
引

き
立
ち
、
部
員
か
ら
は

お
い
し
い
と
大
絶
賛

で
し
た
。

森
光
美
佐
子
支
部

長
は「
家
庭
菜
園
で
収

穫
し
た
旬
の
野
菜
な

ど
を
使
用
し
て
簡
単

に
作
れ
る
の
で
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
作
る

の
も
お
勧
め
。
よ
り
多

く
の
人
に
食
べ
て
も

ら
い
、
米
粉
の
良
さ
を

広
め
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

瑞
穂
支
部
の
住
金
末
子
部
長

は
、
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

部
員
は
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
愛

用
の
用
具
で
試
合
に
挑
み
ま
し

た
。
当
日
は
朝
方
ま
で
降
っ
た
雨

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
況
は
良
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ホ
ー
ル
ポ

ス
ト
を
目
指
し
力
強
く
シ
ョ
ッ
ト

を
打
ち「
あ
ー
っ
！
水
地
獄
に
つ

か
ま
っ
た
」「
靴
の
中
が
グ
チ
ュ

グ
チ
ュ
だ
ぁ
」
と
か
苦
難
を
笑
い

に
変
え
て
２
試
合
を
楽
し
み
ま
し

た
。

完成した「お米のチヂミ」と「専用タレ」

羽
須
美
支
部

「
米
粉
料
理
を
作
ろ
う
‼
」

瑞
穂
支
部

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

9
５月

13
５月

優勝　日野　秀子さん（前列中央）
２位　上田　山百合さん（前列左から２番目）
３位　荒田　妙子さん（前列右から２番目）
４位・ホールインワン賞　谷口　延子さん（前列右）
５位　服部　千津子さん（前列左）
住金　末子 部長（後列右）

大災害時代 ～命を守るためにまずやるべきこと～
　近年相次ぐ集中豪雨や大型台風、地震などにより日本各地で深刻な
被害が起きています。
　しかし、防災は準備がたいせつとわかっていながらも、備えが十分で
はなく、被災時にうまく対処できなかったというケースも……。被災地の
教訓も生かしながら、最低限の備えや〝減災〟の考え方などを取り上げ、
いざというときのために優先して取り組むべき準備について伝えます。

特集

　猛暑が続く夏。「健康」「料理」「手芸」の３
方向から少しでも快適に過ごせるアイデア
を紹介します。「健康」では、熱中症の予防と対策、運動や
入浴、睡眠について。「料理」では体に熱をためない料理
や、ひんやりスイーツ・ドリンクなどを。「手芸」では、夏に
人気のカゴバックやビーズのネックレス、ズボンなどを提
案します。暑い夏を元気に乗りきる工夫がいっぱいです。

暑～い夏を乗りきる 
暮らしのひんやりアイデア

別冊付録

【お問い合わせ】
 　　島根おおち地区本部　企画総務部および各支店

※企画・タイトルは変更することがあります。

定
価
／
９
２
２
円（
税
込
み
）

18



今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介お便り紹介

空調風神服
農作業・猛暑対策に最適

ウエアー オプション・ファン
・バッテリー

ご相談・ご注文はJAしまね各事業所で承ります。
〇瑞穂事業所：83-1134　　〇羽須美事業所：88-0121　　〇石見事業所：95-1224
〇邑智事業所：75-1861　　〇大和事業所：82-2557　　〇川本事業所：72-0330
〇桜江事業所：92-8025　　〇総合生活課：95-3601

◇
表
紙
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
を
お
い
し
そ
う
に
手
に
持
っ
て
お
ら
れ
る
安
達
さ
ん
の
笑
顔
に

ぶ
ど
う
の
季
節
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
品
質
に
こ
だ
わ
っ
て
ぶ
ど
う
を
作
っ

て
お
ら
れ
る
記
事
を
読
ん
で
店
で
少
々
お
高
い
値
段
で
も
一
度
は
食
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。�

桜
江
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

60
代

●
５
月
号
表
紙
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
本
当
に
美
味
し
そ
う
で
し
た
！ 

島
根
県
産
の
デ
ラ

ウ
ェ
ア
は
、
一
粒
一
粒
が
大
き
く
、
房
全
体
が
甘
く
適
度
な
酸
味
が
あ
り
初
夏
に
人
気

の
代
表
果
で
す
。
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

◇
ガ
ス
代
が
島
根
の
補
助
が
あ
っ
て
安
く
す
ん
で
い
ま
す
。
非
常
に
助
か
り
ま
す
。
あ

り
が
た
い
で
す
。�

桜
江
支
店
管
内　

Ｙ
さ
ん　

40
代

●
物
価
高
騰
、
燃
料
高
騰
は
家
計
に
直
結
！
や
り
く
り
に
悩
み
ま
す
。
ガ
ス
代
の
補
助

は
本
当
に
助
か
り
ま
す
ね
！
早
く
物
価
上
昇
が
落
ち
着
く
と
い
い
で
す
ね
。

◇
洋
風
夏
野
菜
豚
汁
は
是
非
作
っ
て
み
た
い
で
す
。
寒
い
時
の
豚
汁
は
よ
く
作
っ
て
い

る
の
で
す
が
…
。「
女
性
部
が
行
く
」
や
「
島
根
お
お
ち
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
は
、
農
業
に
直

に
か
か
わ
っ
て
い
な
い
自
身
で
も
Ｊ
Ａ
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
「
そ
う
な
ん
だ
！
」

と
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

石
見
支
店
管
内　

Ｋ
さ
ん　

70
代

●
い
つ
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。〝
し
ま
ね
う
レ
シ
ピ
〟「
洋
風

夏
野
菜
豚
汁
」
は
、
食
欲
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
夏
に
、
夏
野
菜
の
栄
養
を
た
っ
ぷ
り

取
る
こ
と
が
で
き
る
一
品
で
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も
「
そ
う
な
ん
だ
！
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
話
題
を
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
毎
晩
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
予
定
通
り
田
植
え
が
お
わ
り
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。
新
入
職
員
が
配
属
さ
れ
る
ま
で
の
記
事
を
読
み
、
地
域
の
た
め
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

し
て
農
業
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

邑
智
支
店
管
内　

Ｔ
さ
ん　

60
代

●
天
候
が
不
安
定
で
暑
く
な
っ
た
り
、
寒
く
な
っ
た
り
と
大
変
な
中
、
田
植
え
作
業
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！
新
入
職
員
過
程
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。「
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
！
」
新
入
職
員
が

お
返
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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７月の行事予定

臨時休業のお知らせ ７月20日（土）は、役職員研修のため各事業所は臨時休業いたします。組合員・利用
者の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願い申し上げます。

17日（水）・18日（木）・19日（金）７月の外勤日

7月17日 7月20日ゆとり俱楽部
「クラフトリーフ」 役職員研修水 土

JAしまね 島根おおち統括支店 金融課 TEL.0855-83-1803年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください

７月年金相談会
邑智支店 7/20（土） 9：00～12：00

ご自身の年金記録について
確認されていますか？

　毎年お誕生日月に「ねんきん定期便」がハガキ
で届きます。直近13ヶ月分の加入状況・見込額が
記載されています。（全期間の詳しい加入状況は
記載されていません）

　35歳・45歳・59歳のお誕生日月に届く「ねんきん定期便」は水色の封書
で届きます。全期間の加入状況・見込額が記載されています。封書の「ねん
きん定期便」であれば、全期間の加入状況が載っているので、20歳以降の
年金記録がつながっています。（20歳以前でも学校卒業後、厚生年金保険
適用事業所に就職した時は、就職した月から厚生年金の加入になります）
　空いている期間があって、その期間にお勤めをしていた。または、国民年
金を納付していた期間があれば１度調べてみましょう！

年金は、ご自身が納付したからこそ受給できるものです！
記録漏れや請求忘れで本来受給できる年金の受給漏れがないよう

1度はご相談ください。
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